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(57)【要約】
　本発明は、充電回路の分野に応用可能であるとともに
、充電回路と充電器を提供する。前記充電回路は、温度
検出部と、充電部と、制御部とを含む。本発明において
、充電回路は、充電される製品または充電器の温度に応
じて充電電流の大きさを調節し、充電される製品または
充電器の温度を制御し、それによってユーザエクスペリ
エンスを大幅に向上させ、熱保護機能を有する製品の安
全性を高める。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　充電回路であって、
　充電される製品または充電器の温度を検出するとともに、検出温度情報を生成するよう
に構成された温度検出部と、
　充電電源と前記充電される製品との間に配置されるとともに、前記充電される製品に充
電電流を供給するように構成された充電部と、
　前記温度検出部と前記充電部のそれぞれに接続され、予め設定された上限温度及び予め
設定された下限温度と、温度検出情報とをそれぞれ比較し、前記充電される製品または前
記充電器の温度が前記上限温度に達したときに前記充電電流を減少させるように前記充電
部を制御し、前記充電される製品または前記充電器の温度が前記下限温度に達したときに
前記充電電流を増加させるように前記充電部を制御するように構成された制御部と
　を有することを特徴とする充電回路。
【請求項２】
　前記温度検出部は、サーミスタＲ１と分圧抵抗Ｒ２とを有し、前記分圧抵抗Ｒ２の第一
の端子は電源に接続し、前記分圧抵抗Ｒ２の第二の端子は前記サーミスタＲ１を用いて接
地し、前記分圧抵抗Ｒ２と前記サーミスタＲ１の共通接続端子は前記制御部に接続してい
ることを特徴とする請求項１に記載の充電回路。
【請求項３】
　前記制御部は主演算処理チップＵ１を有し、前記主演算処理チップＵ１の検出端子ＡＤ
Ｃは前記分圧抵抗Ｒ２と前記サーミスタＲ１の前記共通接続端子に接続し、前記主演算処
理チップＵ１の出力端子ＯＵＴは前記充電部に接続していることを特徴とする請求項２に
記載の充電回路。
【請求項４】
　前記充電部は充電チップＵ２を有し、前記充電チップＵ２の入力端子ＩＮは前記充電電
源に接続し、前記充電チップＵ２の制御端子Ｃｔｒｌは前記主演算処理チップＵ１の出力
端子ＯＵＴに接続し、前記充電チップＵ２の出力端子ＯＵＴは、前記充電される製品に接
続していることを特徴とする請求項３に記載の充電回路。
【請求項５】
　前記サーミスタＲ１は前記充電器の筐体の過熱領域内のボードまたは前記充電される製
品の筐体の過熱領域内のボードに位置することを特徴とする請求項２に記載の充電回路。
【請求項６】
　充電回路を有する充電器であって、前記充電回路は
　充電される製品または充電器の温度を検出するとともに、検出温度情報を生成するよう
に構成された温度検出部と、
　充電電源と前記充電される製品との間に配置されるとともに、前記充電される製品に充
電電流を供給するように構成された充電部と、
　前記温度検出部と前記充電部のそれぞれに接続され、予め設定された上限温度及び予め
設定された下限温度と、温度検出情報とをそれぞれ比較し、前記充電される製品または前
記充電器の温度が前記上限温度に達したときに前記充電電流を減少させるように前記充電
部を制御し、前記充電される製品または前記充電器の温度が前記下限温度に達したときに
前記充電電流を増加させるように前記充電部を制御するように構成された制御部と
　を有することを特徴とする充電器。
【請求項７】
　前記温度検出部は、サーミスタＲ１と分圧抵抗Ｒ２とを有し、前記分圧抵抗Ｒ２の第一
の端子は電源に接続し、前記分圧抵抗Ｒ２の第二の端子は前記サーミスタＲ１を用いて接
地し、前記分圧抵抗Ｒ２と前記サーミスタＲ１の共通接続端子は前記制御部に接続してい
ることを特徴とする請求項６に記載の充電器。
【請求項８】
　前記制御部は主演算処理チップＵ１を有し、前記主演算処理チップＵ１の検出端子ＡＤ
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Ｃは前記分圧抵抗Ｒ２と前記サーミスタＲ１の前記共通接続端子に接続し、前記主演算処
理チップＵ１の出力端子ＯＵＴは前記充電部に接続していることを特徴とする請求項７に
記載の充電器。
【請求項９】
　前記充電部は充電チップＵ２を有し、前記充電チップＵ２の入力端子ＩＮは前記充電電
源に接続し、前記充電チップＵ２の制御端子Ｃｔｒｌは前記主演算処理チップＵ１の出力
端子ＯＵＴに接続し、前記充電チップＵ２の出力端子ＯＵＴは、前記充電される製品に接
続していることを特徴とする請求項８に記載の充電器。
【請求項１０】
　前記サーミスタＲ１は前記充電器の筐体の過熱領域内のボードまたは前記充電される製
品の筐体の過熱領域内のボードに位置することを特徴とする請求項７に記載の充電器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、充電回路の分野に関するとともに、特に、充電回路及び充電器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日では、電子端末の普及に伴い、電子端末を充電するための充電器もまた広く使用さ
れている。一般的には、従来の充電器は、充電中の過電圧保護または過電流保護を提供す
る。
【０００３】
　しかしながら、ユーザが携帯電話のような電子端末を充電するとき、充電される製品ま
たは充電器は過度に高い充電電流によって多量の熱を発生させることがある。これは、ユ
ーザエクスペリエンスに影響を与えるとともに、さらにその熱が安全に関わる熱事故を引
き起こす可能性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の態様の目的は、充電中の過度に高い充電電流が原因となって充電される製品ま
たは充電器によって発生させられた多量の熱によって、安全に関わる熱事故が引き起こさ
れ得るという問題を解決するための充電回路を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の態様では、以下の充電回路を実装する。該充電回路は、
　充電される製品または充電器の温度を検出するとともに、検出温度情報を生成するよう
に構成された温度検出部と、
　充電電源と充電される製品との間に配置されるとともに、充電される製品に充電電流を
供給するように構成された充電部と、
　温度検出部と充電部のそれぞれに接続され、予め設定された上限温度及び予め設定され
た下限温度と、温度検出情報とをそれぞれ比較し、充電される製品または充電器の温度が
上限温度に達したときに充電電流を減少させるように充電部を制御し、充電される製品ま
たは充電器の温度が下限温度に達したときに充電電流を増加させるように充電部を制御す
るように構成された制御部と
　を有する。
【０００６】
　本発明の態様の他の目的は、充電回路を有する充電器を提供することである。該充電回
路は
　充電される製品または充電器の温度を検出するとともに、検出温度情報を生成するよう
に構成された温度検出部と、
　充電電源と充電される製品との間に配置されるとともに、充電される製品に充電電流を
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供給するように構成された充電部と、
　温度検出部と充電部のそれぞれに接続され、予め設定された上限温度及び予め設定され
た下限温度と、温度検出情報とをそれぞれ比較し、充電される製品または充電器の温度が
上限温度に達したときに充電電流を減少させるように充電部を制御し、充電される製品ま
たは充電器の温度が下限温度に達したときに充電電流を増加させるように充電部を制御す
るように構成された制御部と
　を有する。
【０００７】
　本発明の態様において、充電回路は、充電される製品または充電器の温度に応じて充電
電流の大きさを調節するとともに、充電される製品または充電器の温度を制御し、それに
よってユーザエクスペリエンスを大きく向上させ、かつ熱保護機能を有する製品の安全性
を高める。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施形態に係る充電回路のモジュール構成図である。
【図２】本発明の実施形態に係る充電回路の回路構成図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明の目的、技術的解決策及び利点をより明瞭かつ理解し易くするために、以下では
、添付図面及び実施形態を参照して本発明をさらに詳細に説明する。なお、本明細書に記
載された特定の実施形態は単に本発明を説明するために使用されるものであり、本発明を
限定するものではないことを理解されるべきである。
【００１０】
　図１は、本発明の実施形態に係る充電回路のモジュール構造を示すものである。説明を
容易にするために、本発明の本実施形態に関連する部分のみが示されている。
【００１１】
　前記充電回路は、
　充電される製品５００または充電器の温度を検出するとともに、検出温度情報を生成す
るように構成された温度検出部１００と、
　充電電源４００と充電される製品５００との間に配置されるとともに、充電される製品
５００に充電電流を供給するように構成された充電部３００と、
　温度検出部１００と充電部３００のそれぞれに接続され、予め設定された上限温度及び
予め設定された下限温度と、温度検出情報とをそれぞれ比較し、充電される製品５００ま
たは充電器の温度が上限温度に達したときに充電電流を減少させるように充電部３００を
制御し、充電される製品５００または充電器の温度が下限温度に達したときに充電電流を
増加させるように充電部３００を制御するように構成された制御部２００と
　を有する。
【００１２】
　図２は、本発明の実施形態に係る充電回路の回路構成を示す図である。説明を容易にす
るために、本発明の本実施形態に関連する部分のみが示されている。
【００１３】
　本発明の一実施形態において、温度検出部１００は、
　サーミスタＲ１と分圧抵抗Ｒ２とを有し、
　分圧抵抗Ｒ２の第一の端子は電源６００に接続し、分圧抵抗Ｒ２の第二の端子はサーミ
スタＲ１を用いて接地し、分圧抵抗Ｒ２とサーミスタＲ１の共通接続端子は制御部２００
に接続している。
【００１４】
　前記電源６００はボード電源管理部（ＰＭＵ）または充電器の電源端子である。
【００１５】
　本発明の一実施形態において、制御部２００は主演算処理チップＵ１を有し、主演算処
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理チップＵ１の検出端子ＡＤＣは分圧抵抗Ｒ２とサーミスタＲ１の共通接続端子に接続し
、主演算処理チップＵ１の出力端子ＯＵＴは充電部３００に接続する。
【００１６】
　本発明の一実施形態において、充電部３００は充電チップＵ２を有し、充電チップＵ２
の入力端子ＩＮは充電電源４００に接続し、充電チップＵ２の制御端子Ｃｔｒｌは主演算
処理チップＵ１の出力端子ＯＵＴに接続し、充電チップＵ２の出力端子ＯＵＴは、充電さ
れる製品５００に接続している。
【００１７】
　本発明の一実施形態において、サーミスタＲ１は充電器の筐体の過熱領域内のボードま
たは充電される製品５００の筐体の過熱領域内のボードに位置する。
【００１８】
　本発明の実施形態はさらに充電器を提供し、該充電器は充電回路を有する。図１に示さ
れるように、該充電回路は、
　充電される製品５００または充電器の温度を検出するとともに、検出温度情報を生成す
るように構成された温度検出部１００と、
　充電電源４００と充電される製品５００との間に配置されるとともに、充電される製品
５００に充電電流を供給するように構成された充電部３００と、
　温度検出部１００と充電部３００のそれぞれに接続され、予め設定された上限温度及び
予め設定された下限温度と、温度検出情報とをそれぞれ比較し、充電される製品５００ま
たは充電器の温度が上限温度に達したときに充電電流を減少させるように充電部３００を
制御し、充電される製品５００または充電器の温度が下限温度に達したときに充電電流を
増加させるように充電部３００を制御するように構成された制御部２００と
　を有する。
【００１９】
　図２に示されるように、本発明の一実施形態において、温度検出部１００は、
　サーミスタＲ１と分圧抵抗Ｒ２とを有し、
　分圧抵抗Ｒ２の第一の端子は電源６００に接続し、分圧抵抗Ｒ２の第二の端子はサーミ
スタＲ１を用いて接地し、分圧抵抗Ｒ２とサーミスタＲ１の共通接続端子は制御部２００
に接続している。
【００２０】
　前記電源６００はボード電源管理部（ＰＭＵ）または充電器の電源端子である。
【００２１】
　本発明の一実施形態において、制御部２００は主演算処理チップＵ１を有し、主演算処
理チップＵ１の検出端子ＡＤＣは分圧抵抗Ｒ２とサーミスタＲ１の共通接続端子に接続し
、主演算処理チップＵ１の出力端子ＯＵＴは充電部３００に接続している。
【００２２】
　本発明の一実施形態において、充電部３００は充電チップＵ２を有し、充電チップＵ２
の入力端子ＩＮは充電電源４００に接続し、充電チップＵ２の制御端子Ｃｔｒｌは主演算
処理チップＵ１の出力端子ＯＵＴに接続し、充電チップＵ２の出力端子ＯＵＴは、充電さ
れる製品５００に接続している。
【００２３】
　本発明の一実施形態において、サーミスタＲ１は充電器の筐体の過熱領域内のボードま
たは充電される製品５００の筐体の過熱領域内のボードに位置する。
【００２４】
　以下に充電回路の動作原理を示す。
【００２５】
　まず、サーミスタＲ１は充電器の筐体の過熱領域中のボード上にまたは充電される製品
の筐体の過熱領域中のボード上に搭載される。前記サーミスタＲ１は、充電器または充電
される製品５００の温度を検出するように構成されている。電力は、分圧抵抗Ｒ２を介し
、かつ温度検出回路を形成するボード電源管理部（ＰＭＵ）または充電器の電源端子を使
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て、サーミスタＲ１によって検出された検出温度情報を取得し、主演算処理チップＵ１は
、ソフトウェアを使用して事前に上限温度及び下限温度を設定し、予め設定した上限温度
及び予め設定した下限温度と、温度検出情報とを比較する。充電される製品５００または
充電器の温度が上限温度に達したとき、主演算処理チップＵ１は、出力端子ＯＵＴからの
制御信号を出力し、かつ充電される製品５００への充電電流を減少させるように充電チッ
プＵ２を制御する。これにより、充電中の熱消費量を低減するとともに、充電器または充
電される製品５００の温度を下げるという目的を達成する。
【００２６】
　充電電流の調節とともに、充電される製品５００または充電器の温度が下限温度に達し
たとき、主演算処理チップＵ１は充電電流を増加させるように充電チップＵ２を制御する
。それによって、充電速度を加速させる。このように、循環制御は充電速度の保証と、熱
に関するユーザエクスペリエンスの改良（または製品の熱に関する安全性）の両方の目的
を達成し得る。
【００２７】
　本発明の実施形態では、熱保護機能を備えた充電回路は、充電される製品または充電器
の温度に応じて充電電流の大きさを調節するとともに、充電される製品または充電器の温
度を制御する。これによって、ユーザエクスペリエンスを大きく改善し、熱保護機能を備
えた製品の安全性を向上させる。
【００２８】
　上述の説明は本発明の単なる例示的な実施形態であり、本発明を限定するものではない
。本発明の思想及び原理を逸脱することなく行われた、いかなる修正、均等の置換または
改良は、本発明の保護範囲内に含まれるべきである。
【符号の説明】
【００２９】
１００　温度検出部
２００　制御部
３００　充電部
４００　充電電源
５００　充電される製品
６００　電源
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